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はじめに 

 

 自転車は、手軽で利便性が高い交通手段であること、健康・体力づくりにも有効である

こと、また、環境にも負荷の低い省資源型の移動手段であることなどから、子どもから高

齢者まで多くの年齢層の人に利用されています。 

 他方、自転車の利用環境について見ますと、安全走行ができる空間が不足していること、

近年における自転車事故の増加など多くの問題を抱えています。 

 平成２５年中において、１５歳以下の子どもの交通事故死者は９４人、うち自転車乗用

中が２２人と、４分の１を占めます。少子化の中、これからの日本を担う世代の子どもが

尊い命を失うということは憂慮に堪えません。 

自転車は、小学１年生にあっても９割以上の者が保有しているという状況を考えると、

歩行に次ぐ交通社会での第二のステップである自転車の安全教育を早期に行う必要が痛感

されます。このため、私ども日本交通安全教育普及協会におきましては、早い段階から、

危険予測能力や危険回避能力を高め、安全行動・危険回避行動がとれるよう教育すること

が重要だと考えています。また、この教育が成果を上げるためには、地域の方々が連携し

一体となって推進していくことも必須です。このような観点から、自転車の交通安全教育

にも力を注いでいるところであります。 

当協会では、この一環として、平成１９年度から各方面の御協力を得て、埼玉県におい

て「自転車交通安全教育地域一体型プロジェクト」事業を実施して参りました。この事業

は、幼稚園・保育園、小学校の幼児・児童やその保護者を対象として、地域の学校、警察

や地域団体など、関係機関・関係団体等が一体となり、参加・体験型の自転車交通安全教

育を行うものです。この事業は、幼児・児童が保護者と共に自転車の安全な乗り方を学び、

安全意識・安全行動を向上させるとともに、地域の方々がこの事業を協働して行うことを

通じ地域における「安全・安心なコミュニティづくり」に貢献することを目的としており

ます。 

 平成２５年度におきましては、埼玉県内１０か所の幼稚園・保育園・小学校におきまし

て、幼児・児童及びその保護者を対象とした「自転車安全教室・自転車点検教室」を開催

いたしました。また、この事業には、地域のリーダーの方々にも参加して頂き、地域にお

ける指導者の育成にも努めました。さらに、児童の「危険予測・回避能力」についての実

態調査や、学校における交通安全指導者の資質向上を図るための授業研究会を実施いたし

ました。事業の詳細をまとめた報告書を作成いたしましたので、御高覧頂ければ幸いです。 

平成２５年度の事業につきまして御協力を頂きました各方面の関係者及びブリヂストン

サイクル株式会社の皆さまに対しまして、厚く御礼申し上げます。 

 

平成２６年３月 

                   一般財団法人 日本交通安全教育普及協会 

                      専務理事  川口 雄 



 

 
 

１．事業の概要 
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◆事業の目的 

   近年、交通事故死者数や交通事故件数は減少傾向にあるものの、全交通事故に占め 

る自転車事故の割合は依然として高く、自転車をめぐる交通情勢は厳しい状況にある。 

本事業では、自転車が最初の身近な乗り物となる幼児・児童に対して、自転車の安

全な利用の仕方を学ぶ交通安全教育を推進すると同時に、地域での指導者養成を図り

ながら、地域全体の自転車運転技能やマナーを向上させ、安全・安心の街づくりに包

括的に貢献することを目的とする。 

 

◆テーマ 

 

 

 ◆事業の背景 

 

 

 

 

 ◆具体的目標 

 

 

 

 ◆実施体制と事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域を核とした小学生への自転車交通安全教育の展開と体制の確立 

・自転車利用者の「ルール・マナー」が悪化（子供～大人） 

・自転車事故が増加傾向（加害者：小学生 被害者：高齢歩行者 のケース） 

・基礎教育の一環とした小学生からの交通安全教育が重要 

・地域を主体とした指導カリキュラムと体制の確立 

・地域内での自転車事故削減と交通安全意識の向上 

１．事業の概要 

 

 

 

事務局 

（一財）日本交通安全教育普及協会 

 

自転車交通安全教育推進委員会 

１．子ども実践指導プラン事業（指導者養成含む） 

２．企画・研究プラン事業 

埼玉県内小学校教師 7名 

交通指導員・地区ﾘｰﾀﾞｰ 17名 

 

埼玉県内の幼・保・小 

関係機関・団体の協力 

整合性を図り推進 



 

 
 

２．自転車交通安全教育推進委員会 
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◆目的 

本委員会は「自転車交通安全教育地域一体型プロジェクト事業」（以下「本事業」と言

う）の円滑且つ効果的な推進を図ることを目的とする。 

 

◆事業 

本委員会は、上記の目的を達成するために次の事業を行う。 

①委員会を開催し、必要な事項の検討等を行う。 

②小委員会（調査研究委員会）の開催。 

③必要に応じて「本事業」への指導、協力、視察等を行う。 

④その他、本委員会の目的達成に必要な事業を行う。 

 

◆小委員会（調査研究委員会） 

本委員会は、上記の事業を推進するために、必要に応じて調査研究委員会を設置し、

次の事業を実施する。 

 ①小学校の児童・教師・保護者向け交通安全教育用教材の作成・普及 

 ②幼児・児童対象のアンケート分析に基づく研究協議 

 ③その他、必要とされる事業 

 

◆事務局 

本委員会の事務局は、（一財）日本交通安全教育普及協会に置き、次の事項を執行する。 

①本委員会の開催等に関すること。 

②各委員の委嘱や連絡調整等に関すること。 

③関係資料等の作成や文書の処理等に関すること。 

④その他、必要事項等に関すること。 

 

◆その他 

①本委員会の委員は、別紙のとおり。 

②本委員会要項の実施に関し必要な事項は本委員会において決定する。 

③本委員会要項は、平成１９年４月より施行する。 

２．自転車交通安全教育推進委員会 
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※敬称略・順不同 

平成 25 年度自転車交通安全教育推進委員会  委員名簿  

 

 ◆企画研究プラン事業 
 

№ 氏 名 備 考 

1 猪狩 一史 朝霞市立朝霞第五小学校 教諭 

2 伊藤 正和 狭山市立南小学校 教諭 

3 関根 祐一 所沢市立北秋津小学校 教頭 

4 永嶋 和実 さいたま市立河合小学校 教頭 

5 細内 滋実 入間市立藤沢南小学校 教諭 

6 西山 学 さいたま市立大宮北小学校 教諭 

7 渡辺 中 富士見市立関沢小学校 教諭 

     
 
◆子ども実践指導プラン事業 
 

№ 氏 名 備 考  № 氏 名 備 考 

1 柴崎 正司 地区ﾘｰﾀﾞｰ  1 内野 千恵子 交通指導員 

2 岩崎 てる子 地区ﾘｰﾀﾞｰ  2 小寺 恭子 交通指導員 

3 岡安 節子 地区ﾘｰﾀﾞｰ  3 手塚 素子 交通指導員 

4 桜井 英二 地区ﾘｰﾀﾞｰ  4 中村 久美子 交通指導員 

5 佐藤 紀彰 地区ﾘｰﾀﾞｰ  5 和田 素実 交通指導員 

6 星野 裕子 地区ﾘｰﾀﾞｰ     

7 渡辺 雅子 地区ﾘｰﾀﾞｰ  柳 みか 県交通安全教育講師 

8 小宮 道子 地区ﾘｰﾀﾞｰ 

9 吉野 房子  地区ﾘｰﾀﾞｰ 

10 松本 達明  地区ﾘｰﾀﾞｰ 

11 吉田 正身  地区ﾘｰﾀﾞｰ 

12 日向野 彰 地区ﾘｰﾀﾞｰ 

 

◆事務局 

1 西 則光 （一財）日本交通安全教育普及協会 常務理事 

2 成迫俊美 （一財）日本交通安全教育普及協会 主幹 

3 石川英司 （一財）日本交通安全教育普及協会 次長 

4 井澤夕里 （一財）日本交通安全教育普及協会 

 



 



 

 
 

３．事業の内容と考察 
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（１）自転車交通安全教室の実施 

  さいたま市･上尾市内の幼稚園、保育園、小学校の園児・児童を対象に自転車の実

技体験を通じて安全意識を醸成する自転車交通安全教室と自転車点検を計１０回実

施。指導者の養成を図るため地区リーダーも参加。 

 

 

  ①大成保育園（さいたま市） 

   期 日 ： 平成２５年６月６日（木） 午前１０時～１１時 

   会 場 ： 大成保育園「講堂」 

   参加者 ： 大成保育園園児 ２２名 

   指導者 ： 自転車交通安全教育推進委員 

   内 容 ： 腹話術、パネルシアター、自転車の発進・停止、信号の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

②普門院幼稚園（さいたま市） 

   期 日 ： 平成２５年６月７日（金） 午前１０時４５分～１１時４５分 

   会 場 ： 普門院幼稚園「講堂」 

   参加者 ： 普門院幼稚園園児 １４７名 

   指導者 ： 自転車交通安全教育推進委員 

   内容  ： 腹話術、パネルシアター、自転車の発進・停止、信号の意味 

 

３．事業の内容 

幼稚園・保育園 
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③大成幼稚園（さいたま市） 

   期 日 ： 平成２５年７月５日（金） 午前１０時４５分～１１時４５分 

   会 場 ： 大成幼稚園「講堂」 

   参加者 ： 大成幼稚園園児 ７３名 

   指導者 ： 自転車交通安全教育推進委員 

   内容  ： 腹話術、パネルシアター、自転車の発進・停止、信号の意味 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①大宮北小学校（さいたま市） 

    期 日 ： 平成２５年５月３１日（金）１３時３０分～１５時３０分 

   会 場 ： 大宮北小学校「グランド」 

   参加者 ： 大宮北小学校 ３年生 ４２名 

  指導者 ： 自転車交通安全教育推進委員 

   内 容 ：  点検、乗車姿勢、ヘルメットの着用方法 

         基本走行（信号交差点、信号のない交差点、駐車車両の側方走行） 

総合走行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 
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  ②日進北小学校（さいたま市） 

    期 日 ： 平成２５年６月４日（火）〈１年生〉１０時４０分～１１時２５分 

                      〈３年生〉１３時３０分～１５時 

   会 場 ： 日進北小学校「グランド」 

   参加者 ： 日進北小学校 〈１年生〉１３２名 〈３年生〉１４５名 

  指導者 ： 自転車交通安全教育推進委員 

   内 容 ： 〈１年生〉 信号の意味、横断歩道の渡り方 

〈３年生〉 点検、乗車姿勢、ヘルメットの着用方法 

               基本走行（信号交差点、信号のない交差点、 

駐車車両の側方走行）、総合走行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③大成小学校（さいたま市） 

    期 日 ： 平成２５年６月２２日（土） １０時～１２時 

    会 場 ： 大成小学校「グランド」 

    参加者 ： 大成小学校 ２・３・４年生 ８１名 

指導者 ： 自転車交通安全教育推進委員 

    内 容 ： 点検･乗車姿勢･ヘルメットの着用方法 

          基本走行（信号交差点、信号のない交差点、駐車車両の側方走行） 

          総合走行 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 

④東町小学校（上尾市） 

     期 日 ： 平成２５年９月３日（火）１３時１０分～１５時３０分 

    会 場 ： 東町小学校「グランド」 

    参加者 ： 東町小学校 ３年生 １４１名  

    指導者 ： 自転車交通安全教育推進委員 

    内 容 ： 点検の仕方･乗車姿勢･ヘルメットの着用方法 

          基本走行（信号交差点･信号のない交差点・駐車車両の側方走行） 

          総合走行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑤上平北小学校（上尾市） 

    期 日 ： 平成２５年１０月２日（水）１３時１５～１５時１５分 

    会 場 ： 上平北小学校「グランド」 

    参加者 ： 上平北小学校 ３年生・４年生 ７２名  

    指導者 ： 自転車交通安全教育推進委員 

    内 容 ： 点検の仕方･乗車姿勢･ヘルメットの着用方法 

          基本走行（信号交差点･信号のない交差点・駐車車両の側方走行） 

          総合走行 
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⑥原市南小学校（上尾市） 

    期 日 ： 平成２５年１０月１７日（木）１３時１５分～１５時１５分 

    会 場 ： 原市南小学校「グランド」 

    参加者 ： 原市南小学校 ３年生 ９２名  

    指導者 ： 自転車交通安全教育推進委員 

    内 容 ： 点検の仕方･乗車姿勢･ヘルメットの着用方法 

          基本走行（信号交差点･信号のない交差点・駐車車両の側方走行） 

          総合走行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦芝川小学校自転車点検（さいたま市） 

    期 日 ： 平成２５年１０月１９日（土） １１時～１２時３０分 

    会 場 ： 芝川小学校「校舎前」 

    参加者 ： 芝川小学校 児童・保護者 計７３台を点検 

    指導者 ： 自転車整備士（ブリヂストンサイクル株式会社） 

    内 容 ： 参加者の自転車を点検・指導 
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    自転車交通安全教室に参加した小学校の児童に交付。法的な効力性はないが、

本事業に参加した証として子ども達の誇りと励みになり、今後自転車を「車両」

として利用する自覚や意識の定着化を促進するために交付。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自転車安全運転証の交付   自転車点検カード 
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（２）交通安全教育の授業研究会の実施  

    当協会が作成した教師用指導資料「新たな安全教育指導プログラム」を学校現場

での授業を通して活用し、教師が児童の危険予測・回避能力を一層高められる効果

的な授業づくりの展開方法と指導力向上を図る。 

 

 

   期  日 ： 平成２５年１２月３日（火）  

   会  場 ： 上尾市立平方東小学校 

   共  催 ： 上尾市教育委員会 

   参 加 者 ： 市内・校内教職員 

  内  容 ： 授業研究（13：40～14：25） 

授業者 磯部 元孝 先生（５年生担当教諭） 

テーマ 「止まっている車をよけるとき」 

          研究協議会（15：00～16：30） 

          指導助言者 浅沼 正義 先生（上尾市教育委員会 指導主事） 

         指導助言者 成迫 俊美（日本交通安全教育普及協会 主幹） 
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指導案（1/7） 
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指導案（2/7） 
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指導案（3/7） 
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指導案（4/7） 
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指導案（5/7） 
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指導案（6/7） 
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指導案（7/7） 
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（３）平成２５年度調査研究委員会の開催（年２回） 

    児童の危険予測・回避能力と意識調査（内容は次項（４）参照）について、内容

を検討の上、実施。 

 

 ＜日程表＞ 

 日時・場所 協議内容 

第１回 
６月２５日（火） 

15:00～17:00 
市民会館うらわ 

・危険予測・回避能力テスト、意識調査アン
ケートの内容検討 

・その他 

第２回 
１１月２８日（木） 

15:00～17:00 
埼玉会館 

・児童の危険予測結果と意識調査のまとめ 
・実践授業の成果と課題の検討 

 

 

（４）児童の危険予測・回避能力と意識調査 

    調査研究委員会（内容は前項（３）参照）にて検討した内容に基づき、以下の要

領で調査を実施した。 

 

１) 調査の流れと概要 

１．対象クラスの児童について、危険予測・回避能力をテスト形式で調査する。 

  あわせて交通ルール・マナーについての実態をアンケート方式で調査する。 

   ２．対象クラスの児童に、危険予測・回避能力学習の授業を行う。 

   ３．対象クラスの児童に、危険予測・回避能力のテストを再度行い、変化をみる。 

 

対象校 ： 埼玉県内７小学校 

対象クラス： 

・危険予測・回避能力テストの対象  ・ルール・マナーのアンケートの対象 

対象者 人数  対象者 人数 

第２学年児童  ２９名 第１学年児童 １３５名 

第３学年児童  ２１名 第２学年児童 １３１名 

第４学年児童  ３０名 第３学年児童 １９８名 

第６学年児童  ４０名 第４学年児童 １８４名 

合計 １２０名 第５学年児童 ９７名 

  第６学年児童 ２６１名 

合計 １，００６名 

   ※アンケートはより広くデータを取るため、危険予測・回避能力テストの対象クラ

ス以外についても実施した。 
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 ２）調査の内容 

ａ）危険予測・回避テスト 

調査項目は、文部科学省の「危険予測学習教材」を参考に、自転車乗車中の交通安

全に関する危険予測４問・危険回避４問とし、自由記述で回答させた（表１）。 

評価は、「危険予測・危険回避得点キーワード」を作成し、回答に含まれるキーワ

ードによって０点、１点、２点を与えた（表２）。採点では、児童の発達段階を考慮

し、誤字・脱字等があっても意味の伝わるものは正解とみなした。また、キーワード

以外のものは原則として採点の対象としないこととしたが、イラストから予測される、

交通場面として適当な危険であれば、加点の対象とした。 

なお、児童にとって、このような調査は未経験と思われるので、テスト表紙に例題

と回答例を示した。 

 

表１ 危険予測・回避テスト（計４問） 

 

表紙：解答例を記載 
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１：「自転車の右側走行（カーブ）」    ２：「坂の下の交差点の一時停止無視」 

 

 

３：自転車の歩道走行            ４：自転車での駐車車両の追い越し 
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表２ 得点キーワード表 

 

※無記入・無回答は０点 
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ｂ）ルール・マナーのアンケート 

    調査項目は、危険予測に関係するルール・マナーについて７問とした。回答方法は

４段階の選択式とした（「いつも」「だいたい」「あまり」「しない」）（表３）。 

 

表３ アンケート  
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３）調査の結果 

ａ）危険予測・回避テスト 

  危険予測・回避については、設問別に事前調査（授業前実施）と事後調査（授業実

施後）の差異について比較した。 

危険予測は、各設問いずれも事後調査の数値が事前を 0.1ポイントから 0.2ポイン

ト程度上回った。問題別にみると、事前・事後ともに、２「坂の下の交差点の一時停

止無視」が最も得点が高く、３「自転車の歩道走行」が最も得点が低かった。 

 

危険回避については、問題によって変化のみられたものとみられなかったものに分

かれた。１「自転車の右側走行（カーブ）」、２「自転車での駐車車両の追い越し」

については、事後調査が事前調査を 0.2ポイント程度上回ったが、他の２問には変化

がみられなかった。問題別にみると、事前・事後ともに１「自転車の右側走行（カー

ブ）」と４「自転車での駐車車両の追い越し」が他の２問よりも低い得点となった。 

1.18  
1.43  

0.98  
1.14  

1.34  
1.59  

1.15  
1.38  

0.00  

0.20  

0.40  
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0.80  
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1.20  

1.40  

1.60  

1.80  

１．右側通行 ２．一時停止無視 ３．歩道走行 ４．駐車車両 

危険予測 得点平均 

事前 事後 
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1.41  1.29  

0.54  
0.79  

1.40  1.48  

0.58  
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0.20  

0.40  
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1.00  
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1.40  
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1.80  

１．右側通行 ２．一時停止無視 ３．歩道走行 ４．駐車車両 

危険回避 得点平均 

事前 事後 



30 

 ｂ）ルール・マナーのアンケート 

   アンケートの結果については、学年別に回答の構成率を比較した（構成率が低いデ

ータについては、一部データラベルを省略）。 

 

  １．道路を歩くときは、車に気をつけて歩く 

    学年が上がるに従って「いつも（気をつけて）あるく」割合が低下する傾向が見

られる。 

 

 

 

２．道路をわたるときは、一度とまって右左を見る 

    学年が上がるに従って「いつも（右左を）みる」割合が低下する傾向が見られる。

また、「いつもみる」と「だいたいみる」を合わせてみても、同様の傾向が見られる。 

 

74.8% 

77.0% 

81.7% 

78.3% 

77.7% 

71.1% 

66.7% 

20.9% 

14.1% 

15.3% 

21.2% 

17.4% 

22.7% 

28.7% 

2.8% 

5.2% 

2.3% 

3.3% 

2.1% 

3.8% 

1.3% 

3.0% 

0.8% 

1.6% 

4.1% 

0.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 

１年生 

２年生 

３年生 

４年生 

５年生 

６年生 

歩く時は車に気をつけて歩く 

いつもあるく だいたいあるく あまりあるかない あるかない 無回答 

33.2% 

52.6% 

43.5% 

36.4% 

26.1% 

27.8% 

22.6% 

44.6% 

30.4% 

45.0% 

40.4% 

50.5% 

47.4% 

49.8% 

16.7% 

9.6% 

10.7% 

19.7% 

16.3% 

14.4% 

22.2% 

5.4% 

6.7% 

0.8% 

3.5% 

7.1% 

10.3% 

5.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 

１年生 

２年生 

３年生 

４年生 

５年生 

６年生 

渡る時は一度止まって右左を見る 

いつもみる だいたいみる あまりみない みない 無回答 

※「無回答」データラベル省略 

※「無回答」データラベル省略 
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  ３．自転車にのるときに、かなりスピードを出す 

    学年が上がるに従って「（スピードを）ださない」の割合が低下する傾向が見られ

る。 

 

 

 

  ４．ともだちと道路を歩くときに、横にひろがって歩く 

    学年が上がるに従って「（横に）ひろがらない」の割合が低下する傾向が見られる。

また、「ひろがらない」と「あまりひろがらない」を合わせて見ても、同様の傾向が

見られ、「だいたいひろがる」については増加する傾向が見られる。 

 

8.6% 

13.3% 

3.8% 

8.6% 

13.0% 

10.3% 

5.0% 

26.2% 

23.7% 

17.6% 

19.2% 

30.4% 

18.6% 

37.2% 

44.4% 

32.6% 

48.1% 

43.9% 

38.0% 

59.8% 

47.9% 

18.9% 

23.7% 

25.2% 

27.8% 

18.5% 

11.3% 

9.6% 

1.8% 

6.7% 

5.3% 

0.5% 

0.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 

１年生 

２年生 

３年生 

４年生 

５年生 

６年生 

自転車に乗る時にかなりスピードを出す 

いつもだす だいたいだす あまりださない ださない 無回答 

7.0% 

11.9% 

3.8% 

3.5% 

6.0% 

9.3% 

8.4% 

26.8% 

11.9% 

21.4% 

27.3% 

23.9% 

26.8% 

39.1% 

36.5% 

31.9% 

38.9% 

32.8% 

40.8% 

34.0% 

38.3% 

29.5% 

44.4% 

35.1% 

36.4% 

29.9% 

29.9% 

13.4% 

0.3% 

0.8% 

0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 

１年生 

２年生 

３年生 

４年生 

５年生 

６年生 

友達と道路を歩く時に横に広がって歩く  

いつもひろがる だいたいひろがる あまりひろがらない 

ひろがらない 無回答 
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  ５．横断歩道があれば、すこし遠くても横断歩道をわたる 

    ６年生の「（横断歩道を）いつもわたる」の割合が、他学年と比較すると２分の１

程度と、際立って低い。 

 

 

 

  ６．まわりの人が信号無視をしても、自分は信号をまもる 

    どの学年も、「いつもまもる」の割合が高い。６年生は「いつもまもる」の割合が

低いが、「だいたいまもる」と合わせて見れば、他学年と大差はない。 

 

42.5% 

42.2% 

50.4% 

50.0% 

43.5% 

58.8% 

26.4% 

32.1% 

23.0% 

26.7% 

24.2% 

36.4% 

29.9% 

43.3% 

15.2% 

20.0% 

10.7% 

11.1% 

13.0% 

8.2% 

22.2% 

9.7% 

13.3% 

12.2% 

14.1% 

7.1% 

3.1% 

7.7% 

0.5% 

1.5% 

1.0% 

0.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 

１年生 

２年生 

３年生 

４年生 

５年生 

６年生 

少し遠くても横断歩道を渡る 

いつもわたる だいたいわたる あまりわたらない わたらない 無回答 

76.5% 

74.8% 

82.4% 

83.3% 

77.2% 

84.5% 

65.9% 

18.7% 

14.1% 

16.0% 

13.1% 

19.0% 

12.4% 

28.7% 

3.1% 

5.9% 

1.5% 

2.0% 

1.6% 

3.1% 

4.2% 

1.3% 

4.4% 

1.0% 

1.6% 

0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 

１年生 

２年生 

３年生 

４年生 

５年生 

６年生 

まわりの人が信号無視をしても自分は守る 

いつもまもる だいたいまもる あまりまもらない まもらない 無回答 

※「無回答」データラベル省略 
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  ７．自転車に乗る前に、自転車点検をする 

    どの学年も「あまりしない」「しない」の割合が高い傾向が見られる。また、学年

が上がるに従って、「いつもする」「だいたいする」の割合が低くなり、「あまりしな

い」「しない」の割合が高くなっている。 

 

 

 ４）調査結果の考察 

 ａ）危険予測・回避テスト 

  ・基本的に、危険予測と回避行動の双方とも事後の値が上昇している。これは、危険

予測学習の授業を１時間実施しただけでも効果があったものと考えられる。 

・「坂の下の一時停止無視」については、一時停止の標識の意味や交差点での危険につ

いて、日常的に学校や家庭で指導されているため、児童にとって危険を予測しやす

いものと考えられる。それに伴う危険回避行動も適切に考えることができている。 

・「右側通行」「歩道走行」「駐車車両の追い越し」については、目に見えない潜在危険

を予測する児童が少なく、それに伴って危険回避行動を正しく考えにくくなってい

ると思われる。 

 

 ｂ）ルール・マナーのアンケート 

 ・ほとんどの調査項目について、低学年ほど、ルールやマナーを守ろうという意識が

高いが、高学年になるほど、ルールやマナーを守ろうという意識が低くなっている

傾向にある。これは、慣れや過信といった気持ちのあらわれとも考えられる。 

  ・事故に直結する項目「車に気をつける」、「信号を守る」などの項目は比較的守れて

いるが、「ともだちと広がって歩く」、「自転車点検をする」など、事故と直結してい

ない項目については、規範意識は低い。また、そのような例で事故にあったケース

が自分の身の回りで起きていないことも意識の低下に結びついていると考えられる。 

14.2% 

20.7% 

22.9% 

17.7% 

19.0% 

9.3% 

2.3% 

19.2% 

26.7% 

18.3% 

24.2% 

13.0% 

17.5% 

16.9% 

29.6% 

19.3% 

22.1% 

21.7% 

29.3% 

43.3% 

39.8% 

34.8% 

26.7% 

30.5% 

34.8% 

38.6% 

29.9% 

40.2% 

2.2% 

6.7% 

6.1% 

1.5% 

0.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

合計 

１年生 

２年生 

３年生 

４年生 

５年生 

６年生 

自転車に乗る前に、自転車点検をする 

いつもする だいたいする あまりしない しない 無回答 
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・「車に気をつける」については、「している」が全体の７割程であることから、歩行

中の交通安全に対する意識は高い。 

・「横断歩道をわたる」「信号を守る」については、ほとんどの児童が「している」と

答えているので、基本的な交通規則・ルールは守っているといえる。 

・「自転車点検をする」と回答している児童の割合が少ない。自転車の点検をおこなう

習慣がほとんどない。また点検意識は児童によって違い、学校や家庭の働きかけに

よって個人差があるものと思われる。 

・「歩くときは車に気をつける」「渡るときは右左を見る」「自分は信号を守る」は、「い

つも」「だいたい」と回答する児童が多い。日常から道路歩行についての安全意識は

高いためだと思われる。 

・「自転車でスピードを出す」「友達と広がって歩く」については、高学年になるほど、

「いつも」「だいたい」と回答する児童が増えている。低学年ほど、ルールを守ろう

という意識が高いと考えられる。 
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（５）事業の考察と課題 

①自転車交通安全教室 

幼児や児童を対象に交通講話と自転車の実技体験を通じて安全意識を醸成する自  

転車教室をさいたま市と上尾市内の１０ケ所（点検含む）で実施した。 

    園児や児童にはこれまでの学んできたことの習慣化を図るため「ま（待つ）・み（見

る）・む（無理をしない）・め（目立つ服装）・も（もしかして）」の合い言葉を指導

のまとめに取り入れ、園児には自転車に慣れることや「３つの左」（左側から乗る、

左側を走る、左側から降りる）、ブレーキを両手でかけること、ヘルメット着用の定

着化を図った。 

 本教室は保護者が子どもと一緒に考える良い機会であるため、今後はより多くの

保護者に参加を促して行きたい。 

 

②交通安全教育の授業研究会 

    昨年度に続き本年度も、上尾市内のモデル校１校で「新たな安全教育指導プログ

ラム」を活用した公開授業と研究協議を通して、本プログラムについての意見交換

を行った。授業を担当された教師は小学校近隣の危険個所の画像や映像を取り入れ、   

児童がより学習効果を高められる身近な題材となる工夫も改訂を進める上で大変参   

考となった。 

自転車交通安全教育ソフトの活用方法について、改訂した「新たな安全教育指導

プログラム」のデータとその応用編として危険予測学習用アニメーションの素材、

自転車安全マップ作成ソフトが活用できるＣＤソフトについて、今後はその活用と

検証をモデル学校に広げ、現場の教師に気軽に活用してもらえるよう内容の充実を

図っていきたい。 

 

③児童の危険予測・回避能力と意識調査 

    テスト・及びアンケートの結果からは、「日常的に具体的な指導を行うことが重要

である」、「児童は交通ルールを知ってはいるが、遵守する意識との間にギャップが

ある」、「自転車点検をする習慣がない」という傾向が見られた。 

自転車交通安全教室では、「信号機のある交差点での右折方法」「見通しの悪い交

差点での一時停止」「駐停車車両の側方通行」といった、３つの具体的なケースを設

定し、実技指導を行っている。今回の調査では、危険予測学習の授業後に、テスト

の得点が改善されるという結果が出た。自転車交通安全教室を行う際は、単にそれ

ぞれのケースにおける正解例を示すだけでなく、幼児・児童が自ら危険を予測し、

能力を高めることができるような指導を目指したい。 

また、自転車点検について、行う習慣がないと回答した児童が多かった。自転車

交通安全教室では、実技指導前に必ず点検についての講話を行っており、また、全
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１０回の自転車交通安全教室のうち、１回は「自転車点検教室」を行っている。今

後とも、幼児・児童へ点検の重要性を教育していくとともに、保護者の方への啓発

も進めていきたい。 
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